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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第104期

第３四半期
連結累計期間

第105期
第３四半期
連結累計期間

第104期

会計期間
自 2018年４月１日
至 2018年12月31日

自 2019年４月１日
至 2019年12月31日

自 2018年４月１日
至 2019年３月31日

売上高 （百万円） 55,113 54,606 72,002

経常利益 （百万円） 7,467 6,078 8,945

親会社株主に帰属する四半期
（当期）純利益

（百万円） 5,143 4,406 6,157

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 4,104 5,444 5,649

純資産額 （百万円） 70,875 73,491 72,419

総資産額 （百万円） 97,088 103,983 102,814

１株当たり四半期（当期）
純利益

（円） 169.99 146.93 203.50

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 73.0 70.7 70.4

 

回次
第104期

第３四半期
連結会計期間

第105期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2018年10月１日
至 2018年12月31日

自 2019年10月１日
至 2019年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 53.22 45.43

（注）１ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在していないため記載しており

ません。

４ 当社は、2018年10月１日付で普通株式２株につき１株の割合で株式併合を行っております。第104期の期首

に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

① 財政状態

当第３四半期連結会計期間末は、流動資産が2,847百万円減少したものの、固定資産が4,015百万円増加したこ

とから、総資産は前連結会計年度末比1,169百万円増加の103,983百万円となりました。

負債は、流動負債が202百万円減少したものの、固定負債が299百万円増加したことから、前連結会計年度末比

96百万円増加の30,491百万円となりました。

純資産は、自己株式の取得2,467百万円があったものの、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により

利益剰余金が2,500百万円、その他の包括利益累計額が1,038百万円とそれぞれ増加した結果、前連結会計年度末

比1,072百万円増加の73,491百万円となりました。

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の70.4％から70.7％に上昇しました。

 

② 経営成績

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界経済の景気鈍化の影響を受け、国内企業の収益は製造

業を中心に減少傾向に推移いたしました。海外においては、米中貿易摩擦の影響により、中国経済は設備投資の

抑制を中心に景気はさらに減速しており、米国や中国をはじめとした世界経済の減速懸念は一層高まっていま

す。また、中東情勢も緊張の高まりが続くなど世界情勢は先行き不透明感が払拭されない状況が続いておりま

す。

このような環境のもと、当社グループは販売活動を強化するとともに生産体制の再構築を推進し、経営の効率

化と一層のコスト削減に取り組んでまいりました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の当社グループの経営成績は、売上高54,606百万円（前年同期比0.9％

減）、営業利益5,890百万円（前年同期比13.3％減）、経常利益6,078百万円（前年同期比18.6％減）、親会社株

主に帰属する四半期純利益は4,406百万円（前年同期比14.3％減）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 

〔国内ベルト事業〕

自動車用ベルトの売上高は、補修用は前年同期並みで推移し、組み込みライン用は新機種への採用により増加

したことなどから、全体では増加しました。

一般産業用ベルトは射出成形機や工作機械などの市場の落ち込みにより、売上高が大幅に減少しました。合成

樹脂素材は企業の設備投資の抑制により売上高が減少しました。

一方、搬送ベルトは、樹脂ベルトは食品業界向けの売上高がわずかに減少したものの、ゴムコンベヤベルトの

販売が好調であったことから、全体では横ばいとなりました。

その結果、当事業の売上高は20,839百万円（前年同期比4.3％減）、営業利益は5,056百万円（前年同期比

10.8％減）となりました。
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〔海外ベルト事業〕

自動車用ベルトは、欧州では四輪車用と二輪車用の売上高がいずれも減少したものの、米国ではスノーモービ

ル向けや多用途四輪車向け変速ベルトの販売が堅調であったことに加え、アジアでは二輪車向けの販売が好調に

推移したことから、全体では売上高が増加しました。

一般産業用ベルトは、アジアにおいて農業機械用の需要が落ち込んだことなどから売上高が減少しました。ま

た、ＯＡ機器用ベルトの売上高は横ばいで推移しました。

その結果、当事業の売上高は25,183百万円（前年同期比1.1％減）、営業利益は2,824百万円（前年同期比

5.4％減）となりました。

 

〔建設資材事業〕

建築部門は民間向けの改修工事物件が増加し、土木部門は廃棄物処分場などの大型工事物件の売上高が増加し

ました。

その結果、当事業の売上高は5,218百万円（前年同期比21.4％増）、営業利益は154百万円（前年同期比60.1％

増）となりました。

 

〔その他〕

その他には、エンジニアリング ストラクチュラル フォーム、金属ナノ粒子を応用した新製品、仕入商品等が

含まれております。

その他の売上高は3,364百万円（前年同期比5.8％減）、営業利益は67百万円（前年同期比42.9％減）となりま

した。

 

(2) 経営方針・経営戦略等

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、2,113百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 130,000,000

計 130,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2019年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2020年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 32,604,198 32,604,198
東京証券取引所

市場第１部

単元株式数は100株で

あります。

計 32,604,198 32,604,198 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2019年10月１日

～2019年12月31日
－ 32,604 － 8,150 － 2,037

 

(5)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6)【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日である2019年９月30日現在で記載しております。

 

①【発行済株式】

    2019年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 2,349,400

完全議決権株式（その他） 普通株式 30,213,300 302,133 －

単元未満株式 普通株式 41,498 － 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  32,604,198 － －

総株主の議決権  － 302,133 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式34株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2019年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

三ツ星ベルト㈱

神戸市長田区浜添通

４丁目１番21号
2,349,400 － 2,349,400 7.21

計 － 2,349,400 － 2,349,400 7.21

 

２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

 

(1) 退任役員

役職名 氏名 退任年月日

取締役（社外） 宇佐美 貴史
2019年10月14日

（逝去による退任）

 

(2) 異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

男性 10名 女性 －名 （役員のうち女性の比率 －％）
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第４【経理の状況】

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から2019

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 34,789 31,474

受取手形及び売掛金 ※ 15,433 ※ 15,621

商品及び製品 12,812 12,359

仕掛品 1,809 2,094

原材料及び貯蔵品 2,928 3,107

その他 726 994

貸倒引当金 △107 △108

流動資産合計 68,391 65,544

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,598 6,567

機械装置及び運搬具（純額） 7,345 8,453

工具、器具及び備品（純額） 1,950 2,082

土地 4,268 4,265

リース資産（純額） 340 1,154

建設仮勘定 1,259 1,180

有形固定資産合計 21,762 23,704

無形固定資産 869 1,424

投資その他の資産   

投資有価証券 10,424 11,909

その他 1,376 1,409

貸倒引当金 △9 △8

投資その他の資産合計 11,791 13,310

固定資産合計 34,423 38,438

資産合計 102,814 103,983
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年12月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※ 9,519 ※ 9,011

短期借入金 3,905 4,024

未払法人税等 867 422

賞与引当金 819 171

その他 4,553 5,831

流動負債合計 19,664 19,462

固定負債   

長期借入金 4,420 3,625

退職給付に係る負債 1,585 1,777

役員退職慰労引当金 24 21

その他 4,700 5,604

固定負債合計 10,730 11,029

負債合計 30,395 30,491

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,150 8,150

資本剰余金 2,111 2,111

利益剰余金 59,713 62,213

自己株式 △3,320 △5,787

株主資本合計 66,654 66,687

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 5,907 6,957

為替換算調整勘定 27 11

退職給付に係る調整累計額 △169 △164

その他の包括利益累計額合計 5,765 6,803

純資産合計 72,419 73,491

負債純資産合計 102,814 103,983
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

売上高 55,113 54,606

売上原価 37,576 37,826

売上総利益 17,536 16,779

販売費及び一般管理費 10,744 10,888

営業利益 6,792 5,890

営業外収益   

受取利息 148 187

受取配当金 336 347

為替差益 115 －

その他 272 204

営業外収益合計 872 738

営業外費用   

支払利息 15 46

為替差損 － 355

売上割引 40 37

その他 140 111

営業外費用合計 197 551

経常利益 7,467 6,078

特別利益   

投資有価証券売却益 － 154

特別利益合計 － 154

税金等調整前四半期純利益 7,467 6,233

法人税等 2,324 1,826

四半期純利益 5,143 4,406

親会社株主に帰属する四半期純利益 5,143 4,406

 

EDINET提出書類

三ツ星ベルト株式会社(E01098)

四半期報告書

10/17



【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2018年４月１日
　至　2018年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年12月31日)

四半期純利益 5,143 4,406

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,401 1,050

為替換算調整勘定 353 △16

退職給付に係る調整額 9 4

その他の包括利益合計 △1,038 1,037

四半期包括利益 4,104 5,444

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 4,104 5,444

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（国際財務報告基準第16号「リース」の適用）

国際財務報告基準を適用している在外子会社は、第１四半期連結会計期間より、国際財務報告基準第16号

「リース」を適用しております。これにより、リースの借手は、原則としてすべてのリースを連結貸借対照表に

資産及び負債として計上することとしました。

当該会計基準の適用については、経過的な取扱いに従っており、会計方針の変更による累積的影響額を適用開

始日に認識する方法を採用しております。

なお、この変更による四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※ 四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であり

ましたが、満期日に決済が行われたものとして処理しております。当四半期連結会計期間末日満期手形の金額

は、次のとおりであります。
 

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当第３四半期連結会計期間

（2019年12月31日）

受取手形

支払手形

509 百万円

38

394 百万円

43

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
 

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年12月31日）

減価償却費 2,215 百万円 2,380 百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年12月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年６月28日

定時株主総会
普通株式 847 14 2018年３月31日 2018年６月29日 利益剰余金

2018年11月７日

取締役会
普通株式 726 12 2018年９月30日 2018年12月４日 利益剰余金

（注） 2018年10月１日付で普通株式２株につき１株の割合で株式併合を行っております。「１株当たり配当額」につ

いては、当該株式併合前の金額を記載しております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年12月31日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日

定時株主総会
普通株式 1,089 36 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金

2019年11月８日

取締役会
普通株式 816 27 2019年９月30日 2019年12月４日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注３）

 
国内
ベルト

海外
ベルト

建設資材 計

売上高         

外部顧客への売上高 21,775 25,467 4,298 51,542 3,570 55,113 － 55,113

セグメント間の内部売上高

又は振替高
7,098 1,576 － 8,675 1,390 10,065 △10,065 －

計 28,874 27,044 4,298 60,217 4,961 65,178 △10,065 55,113

セグメント利益 5,666 2,985 96 8,749 117 8,867 △2,074 6,792

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、設備機械、他社仕入商品、エン

ジニアリング ストラクチュラル フォーム、サービス事業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額△2,074百万円には、セグメント間取引消去353百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△2,427百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

３ セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年12月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注１）

合計
調整額
（注２）

四半期
連結損益
計算書
計上額
（注３）

 
国内
ベルト

海外
ベルト

建設資材 計

売上高         

外部顧客への売上高 20,839 25,183 5,218 51,241 3,364 54,606 － 54,606

セグメント間の内部売上高

又は振替高
6,828 1,455 0 8,284 1,544 9,828 △9,828 －

計 27,668 26,639 5,218 59,525 4,908 64,434 △9,828 54,606

セグメント利益 5,056 2,824 154 8,035 67 8,102 △2,211 5,890

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、設備機械、他社仕入商品、エン

ジニアリング ストラクチュラル フォーム、サービス事業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額△2,211百万円には、セグメント間取引消去343百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△2,555百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

３ セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2018年４月１日
至 2018年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2019年４月１日
至 2019年12月31日）

１株当たり四半期純利益 169円99銭 146円93銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
5,143 4,406

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（百万円）
5,143 4,406

普通株式の期中平均株式数（千株） 30,255 29,993

（注）１ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

２ 当社は、2018年10月１日付で普通株式２株につき１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

第105期（2019年４月１日から2020年３月31日まで）中間配当については、2019年11月８日開催の取締役会におい

て、2019年９月30日の最終の株主名簿に記載または記録された株主または登録株式質権者に対し、次のとおり中間配

当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額                                    816百万円

② １株当たりの金額                                     27円

③ 支払請求権の効力発生日並びに支払開始日     2019年12月４日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

三ツ星ベルト株式会社(E01098)

四半期報告書

16/17



 

 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

 

2020年２月13日

三ツ星ベルト株式会社

取締役会 御中

 

EY新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 上  田  美  穂    印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 栗  原  裕  幸    印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている三ツ星ベルト株

式会社の2019年４月１日から2020年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2019年10月１日から2019年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年４月１日から2019年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、三ツ星ベルト株式会社及び連結子会社の2019年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 

（注）１ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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